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漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て

ー
　
「
以
外
」
を
中
心
に
　
－

目
　
次

、
は
じ
め
に

、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
　
の
意
味
用
法

、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
の
訓
み
と
意
味
用
法

、
む
す
び

竹
　
　
民

一
、
は
じ
め
に

漢
語
の
意
味
変
化
の
発
生
要
因
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
よ
っ
て
多
角
的
に
究
明
が
行
わ
れ
て
、
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
成
果
を
上
げ
つ
つ

あ
る
が
、
尚
研
究
を
要
す
べ
き
所
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
を
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漢
語
の
意
味
変
化
を
引
き
起
す
要
因
は
多
岐
に
亘
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
形
態
に
よ
る
意
味
変
化
」
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的

に
言
え
ば
、
音
韻
に
よ
る
も
の
と
語
法
に
よ
る
も
の
と
で
あ
る
。
・
音
韻
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
表
記
は
一
致
す
る
が
、
訓
み
の
違
い
に
よ

っ
て
意
味
変
化
が
生
じ
る
場
合
、
音
韻
の
類
似
や
近
接
が
表
記
上
の
相
違
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
意
味
変
化
が
生
じ
る
場
合
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
語
法
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
名
詞
或
い
は
連
語
形
式
が
サ
変
動
詞
、
形
容
動
詞
、
副
詞
な
ど
に
変
わ
る
と
い
っ
た
品
詞
上
の
変
化



に
よ
っ
て
意
味
変
化
が
生
じ
る
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
漢
語
「
以
外
」
を
「
形
態
に
よ
る
意
味
変
化
」
の
二
例
と
し
て
取
り
挙
げ
て
、
検
討
を
加
え
て
解
明
し
た
い
と
思
う
。

二
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
の
意
味
用
法

こ
の
項
で
は
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
先
ず
「
以
外
」
と
い
う
表

現
を
構
成
す
る
前
部
要
素
で
あ
る
「
以
」
字
の
意
味
用
法
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
次
項
で
日
本
語
の
「
以
外
」
の
訓
み
を
検
討

す
る
の
に
は
欠
か
せ
な
い
手
順
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

（1）

先
ず
『
助
字
舞
略
』
に
於
け
る
「
以
外
」
の
「
以
」
字
を
見
て
み
よ
う
。

此
以
字
、
語
助
不
為
義
也
。
（
巻
三
1
3
0
）
（
此
の
「
以
」
字
は
語
助
に
て
、
義
を
烏
き
ざ
る
也
。
）
（
注
、
筆
者
訳
）

と
論
じ
て
あ
る
。
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

△
自
有
生
民
以
来
　
（
孟
子
）

△
幽
属
以
往
尚
美
　
（
史
記
・
天
官
書
）

の
如
く
、
「
以
」
字
は
、
実
質
的
な
意
味
を
欠
き
、
形
式
的
な
造
語
要
素
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
詞
詮
』
の
注
釈
及
び
引
用
例
か

△
南
浮
江
漢
以
下
　
（
史
記
・
高
帝
記
）

（2）

ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

陪
従
連
詞
　
下
接
「
往
」
「
来
」
「
上
」
「
下
」
「
内
」
「
外
」
「
東
」
「
西
」
「
南
」
「
北
」
諸
字
。
（
巻
七
些

△
凡
雨
、
自
三
日
以
往
烏
霧
。
（
左
侍
・
隠
公
九
年
）

△
柳
撮
以
東
、
姑
尤
以
西
、
其
鳥
人
也
多
臭
。
（
左
博
・
昭
公
二
十
年
）

△
中
人
以
上
、
可
以
語
上
也
、
中
人
以
下
、
不
可
以
語
上
也
。
（
論
語
・
薙
也
）

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て

一
五
九
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と
あ
る
。
「
以
」
字
は
「
上
」
「
下
」
「
内
」
「
外
」
等
の
方
角
を
表
す
語
に
直
接
上
接
し
て
、
時
間
、
・
方
位
、
範
囲
等
の
意
味
を
示
す
。
但

し
、
こ
の
よ
う
な
意
味
は
、
「
以
」
字
と
殆
ど
関
係
せ
ず
、
「
以
」
字
に
下
接
す
る
語
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
質
的
な

意
味
を
伴
わ
ず
、
た
だ
語
調
を
整
え
る
の
み
の
職
能
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
の
平
安
時
代
初
期
に
加
点
さ
れ
た
『
地
蔵
十
輪
経
』

カ

ナ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

チ

　

　

　

　

　

サ

キ

（
元
慶
七
年
点
本
）
に
見
え
る
「
以
往
」
　
（
七
1
8
3
）
と
『
東
大
寺
諷
詞
文
稿
』
に
見
え
る
「
以
後
」
　
（
3
6
3
）
　
「
以
前
」
　
（
3
6
3
）
の
示
す
よ
う
に
、
「
以
」

字
が
「
不
烏
義
」
の
た
め
、
訓
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
承
接
す
る
「
往
」
「
後
」
「
前
」
だ
け
が
訓
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。

以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
「
以
外
」
の
「
以
」
字
は
、
実
質
的
な
意
味
を
持
つ
「
外
」
を
補
助
す
る
と
い
う
造
語
的
職
能
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
次
に
列
挙
す
る
「
以
外
」
　
の
具
体
例
に
徴
し
て
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。

Ⅲ
七
年
春
王
正
月
聾
賓
平
平
老
成
也
皇
猶
聾
也
聾
者
不
得
巳
也
以
外
及
内
日
聾
（
穀
梁
俸
・
昭
公
七
年
）

拗
唐
封
日
。
臣
聞
上
古
王
者
之
遣
将
也
。
脆
而
推
穀
日
。
聞
以
矧
、
寡
人
制
之
。
聞
以
外
、
将
軍
制
之
。
（
史
記
・
張
繹
之
裾
唐
列
博
）

の
よ
う
に
、
「
内
」
と
「
外
」
が
対
を
成
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
以
外
」
は
も
の
の
外
側
、
外
面
と
い
う
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

畑
天
子
之
囲
以
外
五
百
里
旬
服
、
（
史
記
・
夏
本
紀
第
三
）

天
子
の
国
を
五
服
に
分
け
た
こ
と
に
つ
い
て
言
う
場
面
で
あ
る
。
例
畑
は
、
「
王
城
の
外
の
方
五
百
里
四
方
を
旬
服
と
い
う
」
と
解
せ
ら
れ
る
。

こ
の
「
以
外
」
　
は
例
田
畑
と
同
様
に
、
外
側
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

聞
知
此
諸
賢
、
放
鳥
上
品
、
以
外
率
多
田
里
間
人
、
音
辞
邸
陸
風
操
貨
拙
、
（
顔
氏
家
訓
第
八
・
勉
学
）

例
㈲
の
「
以
外
」
は
例
川
畑
畑
と
違
っ
て
、
「
上
品
」
の
人
々
に
対
し
て
そ
う
で
な
い
人
、
つ
ま
り
「
上
品
」
の
人
を
除
く
そ
の
他
と
い
う
意

味
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
例
㈲
の
文
意
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
よ
う
。
「
以
上
に
列
挙
し
た
方
々
は
、
も
と
も
と
第
一
級
の
人

物
で
あ
る
の
だ
が
、
他
の
連
中
と
き
た
ら
大
抵
は
田
舎
者
で
、
用
語
は
野
卑
で
き
た
な
い
し
、
気
品
と
か
節
度
と
い
っ
た
も
の
に
丸
で
無
頓

着
で
あ
る
」
　
と
。



㈲
如
是
五
日
方
散
王
甚
喜
以
純
錦
五
疋
別
施
法
師
以
外
各
々
有
差
（
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
俸
巻
二
・
2
2
1
）
　
　
　
　
…
　
シ
ナ

（
是
（
反
）
（
ノ
）
如
（
ク
）
シ
テ
五
日
二
散
ス
、
王
甚
（
タ
）
喜
（
フ
）
。
純
1
錦
五
疋
㌢
以
（
テ
）
別
二
法
師
軒
施
ス
、
以
外
各
々
差
（
反
）

有
（
リ
）
）
（
『
興
福
寺
本
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
博
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
の
訓
読
文
よ
り
）

㈲
［
小
官
］
権
留
魔
下
、
替
他
掌
百
官
之
朝
参
、
通
各
国
之
使
命
、
以
外
運
筆
設
計
（
（
元
朝
）
気
英
布
）

の
二
例
の
「
以
外
」
は
例
㈲
と
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
㈲
は
法
師
よ
り
ほ
か
の
人
々
、
例
㈲
は
「
各
国
の
使
命
に
通
ず
る
」
な

ど
の
こ
と
を
除
い
て
そ
の
ほ
か
、
と
い
う
意
味
を
表
す
「
以
外
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（3）

以
上
、
「
以
外
」
の
用
例
に
つ
い
て
意
味
分
析
を
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
の
意
味
は
次
の
如
く
帰
納
で
き
る
。

0
あ
る
範
囲
の
外
側

0
あ
る
事
物
を
除
く
そ
の
他
の
事
物

ま
た
、
「
以
外
」
は
い
ず
れ
も
名
詞
と
い
う
品
詞
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
出
の
意
味
を
示
す
「
以
外
」
の
場
合
は
、
丁
を
除
く
そ
の
ほ

か
（
は
・
の
）
－
」
と
い
う
用
法
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
中
国
文
献
の
「
以
外
」
は
、
日
本
語
に
、
如
何
に
受
容
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
を
巡
っ
て
次
項
に
於
い
て
検
討
を
施
し

た
い
。

三
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
の
訓
み
と
意
味
用
法

日
本
文
献
は
、
そ
の
表
現
形
式
と
内
容
に
基
づ
い
て
、
漢
文
、
和
文
、
和
漢
混
清
文
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
分
か
つ
こ
と
が
出
来
よ
う
。

そ
の
分
類
に
従
っ
て
「
以
外
」
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。
管
見
に
入
っ
た
和
文
に
は
「
以
外
」
と
い
う
漢
字
表
記
の
存

在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
原
則
と
し
て
漢
語
を
好
ま
ず
、
仮
名
を
中
心
に
使
用
す
る
と
い
う
和
文
の
表
現
意
識
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
和
文
に
対
し
て
、
漢
文
と
和
漢
混
清
文
か
ら
は
「
以
外
」
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
日
本
文
献
に

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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ハ
二

於
い
て
は
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
「
以
外
」
　
の
使
用
上
の
片
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
漢
文
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
以

外
」
は
、
そ
の
時
代
に
よ
っ
て
訓
み
と
意
味
用
法
の
差
異
も
見
受
け
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
異
同
が
発
生
し
た
時
代
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
、

更
に
そ
の
要
因
な
ど
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
い
。

先
ず
、
奈
良
時
代
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

1
、
奈
良
時
代
文
献

管
見
に
入
っ
た
奈
良
時
代
の
文
献
か
ら
次
の
よ
う
な
用
例
を
検
出
で
き
た
。

ユ
ル
シ
　
　
　
ナ
ツ
ミ
シ
玉
ソ

Ⅲ
是
上
以
て
諸
僧
」
尼
増
訂
憫
　
以
不
レ
知
二
所
－
如
－
仰
－
願
其
除
二
琵
ル
華
以
－
外
の
僧
」
尼
は
悉
赦
　
而
勿
」
罪

（
天
理
図

書
館
善
本
叢
書
　
日
本
書
紀
兼
右
本
巻
二
十
二
・
3
1
ウ
①
）
　
（
注
、
片
仮
名
は
傍
訓
、
平
仮
名
は
ヲ
コ
ト
点
、
以
下
同
）
　
（
以
下
兼
右
本
と
書
く
）

セ

ム

ス

ベ

　

テ

　

ハ

訂
肪
乱
僧
尼
粗
等
レ
知
二
所
如
蒜
キ
漉
ハ
タ
ハ
棋

力
シ
コ
マ
リ
〔
岩
〕

テ

　

　

ノ

　

　

　

ノ

　

ヲ

バ

　

ニ

テ

　

　

ナ

ツ

ミ

シ

タ

マ

ヒ

ソ

除
二
悪
逆
者
一
以
外
侭
田
。
悉
赦
　
而
勿
　
レ
罪
。
（
国
史
大
系
寛
文
九
年
刊
本
）

ノ
ソ
ヒ
テ
ア
岩
勇
玩
弄
㌍
涼
　
　
ユ
ル
シ
三
北
〕

（
〔
北
〕
は
京
都
北
野
神
社
所
蔵
の
所
謂
兼
永
本
、
巻
第
廿
二
よ
り
巻
第
廿
七
に
至
る
六
巻
は
平
安
朝
院
政
初
期
の
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
〔
岩
〕

は
東
洋
文
庫
蔵
岩
崎
本
）
　
（
以
下
国
史
大
系
本
と
書
く
）

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
⑧
カ
シ
コ
マ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨
◎
セ
ム
ス
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
ノ
ソ
ヒ
テ

Ⅲ
是
以
て
諸
の
僚
尼
、
憧
－
健
て
以
　
下
◎
〉
知
所
－
如
。
仰
て
願
は
其
　
除

㊤

鮒

”

　

　

　

　

◎

1

殉

ソ

ー

レ

◎

ヲ

ナ

チ

　

　

　

◎

。

◎

l

◎

－

　

　

　

　

◎

。

罪
。
（
東
洋
文
庫
減
岩
崎
本
）
　
（
◎
は
室
町
時
代
の
加
点
を
示
す
）

⑧
ワ
サ
キ
ル

蝉
シ
彗
静
㌢

◎
ホ
カ

以
】
外
の
偉
◎

◎
ツ
ミ
シ
玉

⑥
ユ
ル
シ
　
　
⑳
⑧
ナ

．
尼
を
は
悉
に
赦
　
而
勿
◎
l

セ

ム

ス

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ツ

ミ

シ

タ

マ

ヒ

ソ

㈲
是
以
て
諸
の
僧
尼
憧
健
て
以
不
知
所
匝
如
。
仰
て
願
は
其
除
悪
逆
の
者
一
て
以
外
の
倍
悉
に
赦
而
勿
　
罪
。
（
図
書
寮
本
永
治
二
年
頃
点
）

「
以
外
」
　
は
、
そ
の
傍
訓
に
依
れ
ば
、
現
代
語
の
よ
う
に
即
字
的
に
音
訓
み
さ
れ
ず
、
意
訳
的
に
訓
よ
み
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
意

訳
的
な
訓
み
だ
か
ら
こ
そ
　
「
ホ
カ
」
「
ア
ダ
シ
」
と
い
う
二
通
り
の
訓
み
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
以
外
」
　
の
意
味
は
そ
れ
に
付
し



て
あ
る
傍
訓
か
ら
　
「
そ
の
他
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

ヘ
イ
ツ
タ
マ
フ

こ
と
は

オ
ホ
ン
タ
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
サ
　
セ
ル
　
　
　
　
　
エ
ラ
ヒ
ア
テ
ン
ツ
カ
　
へ
　
　
　
　
　
　
シ
タ
ン
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
パ
リ
　
　
　
コ
レ
　
　
ヨ
リ
　
　
　
　
　
ホ
カ

佃
可
レ
使
二
　
万
－
民
ヰ
天
皇
耳
別
に
以
二
人
－
部
及
所
－
封
民
ヰ
簡
－
充
仕
－
丁
党
従
二
前
の
虞
－
分
党
自
－
徐
以
－
外
は
恐
二

二

ツ

カ

ハ

ン

コ

ト

私
に
駈
－
役
を
　
（
巻
二
十
五
・
二
十
ウ
④
（
兼
右
本
）
）

こ

こ

　

テ

　

　

ル

　

　

　

　

ヨ

サ

セ

ル

　

ヲ

　

エ

ラ

ビ

ア

テ

ム

「

ツ

カ

へ

ノ

m

ホ

ロ

ニ

　

ム

　

　

　

コ

ト

ワ

リ

ニ

　

　

　

　

　

ホ

カ

ハ

　

　

　

ハ

　

ニ

ッ

カ

ハ

ム

コ

ト

ヲ

俳
顛
嵐
マ
一
↓
萬
野
　
唯
天
皇
耳
。
料
以
二
入
部
及
所
封
民
－
甲
死
仕
　
丁
パ
従
二
前
庭
分
4
日
徐
以
外
。
恐
私
駈
　
役
。
（
巻
2
5
2
3
3
⑤

ヘ

イ

【

北

］

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

レ

ヨ

リ

ホ

カ

［

北

］

（
国
史
大
系
本
）
）

ム
ケ
タ
マ
ン
ト
云
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ツ
ヒ
ッ
キ
シ
ロ
シ
メ
ス
　
　
　
　
　
　
　
オ
イ
テ
　
ヨ
ロ
コ
ヒ
　
　
　
く
ノ
し
．
ノ
＼
く

畑
天
－
皇
新
に
平
二
天
の
下
ヰ
初
之
即
－
位
　
　
　
由
レ
是
に
除
二
賀
－
使
一
以
外
は
不
レ
召
　
（
巻
二
十
九
・
四
オ
①
（
兼
右
本
）
）

ア

マ

ツ

ヒ

ッ

キ

シ

ロ

シ

メ

ス

　

テ

　

ニ

　

オ

イ

テ

ヨ

ロ

ヲ

㈲
初
之
即
　
　
位
。
由
レ
是
唯
除
二
賀
使
ペ
以
外
不
レ
召
。
　
（
巻
2
9
3
3
4
①
（
国
史
大
系
本
）
）

ソ
ノ
ホ
カ
ハ
〔
北
〕

の
よ
う
に
、
同
じ
北
野
本
と
は
言
え
、
例
川
と
違
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
以
外
」
が
「
ホ
カ
」
「
ソ
ノ
ホ
カ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
以
外
」
　
の
訓
み
に
つ
い
て
意
訳
的
な
訓
み
の
意
識
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
の
「
以
外
」
は
、
意
味
も
同
法
も
例
Ⅲ
と
同
じ
く
、
前
項
に
挙
げ
て
い
る
中
国
文
献
の
例
初
㈲
と
一
致
し
て
い
る
と
看
取
さ
れ
る
。
尚
、

次
に
列
挙
す
る
「
以
外
」
は
そ
の
い
ず
れ
も
例
田
畑
畑
と
同
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

イ
カ
キ
リ
に

㈲
且
莫
レ
食
二
牛
馬
犬
猿
難
之
完
ヰ
以
－
外
は
不
レ
在
二
禁
例
一
　
（
巻
二
十
九
・
八
ウ
①
（
兼
右
本
）
）

「

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

キ

リ

初
且
莫
レ
食
二
牛
馬
犬
猿
雅
之
完
パ
以
外
不
レ
在
二
禁
例
パ
　
　
（
巻
2
9
3
3
8
④
（
国
史
大
系
本
）
）

イ
　
カ
キ
リ
〔
北
〕

て

　

　

マ

　

　

　

ミ

の

　

オ

イ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

＼

く

ノ

＼

く

く

く

　

　

マ

ケ

タ

マ

ヘ

リ

㈲
甲
子
詔
日
凡
任
二
国
－
司
一
者
除
＝
畿
⊥
円
及
陸
・
l
奥
長
l
l
門
以
－
外
は
背
任
二
　
大
－
山
－
位
以
－
下
の
人
格
　
（
巻
二
十
九
・
十
ウ
①
（
兼

右
本
）
）

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

テ

　

　

　

マ

ケ

コ

ト

ハ

　

　

　

　

　

オ

イ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

㈲
甲
子
。
詔
日
。
凡
任
二
　
国
司
一
者
。
除
＝
畿
内
及
陸
奥
。
長
門
園
バ
以
外
皆
任
二
大
山
位
以
下
大
胡
　
　
（
巻
2
9
3
4
0
③
（
国
史
大
系
本
）
）

ノ
ミ
〔
北
〕

セ

ン

　

　

ハ

ラ

ヘ

　

　

モ

チ

イ

ン

モ

ノ

は

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

タ

セ

ハ

ラ

ヘ

ツ

モ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

コ

レ

　

ヨ

リ

　

の

㈲
辛
亥
詔
て
日
四
方
に
寅
＝
大
－
解
l
除
【
用
－
物
　
則
国
－
別
に
国
－
造
輸
二
枚
－
柱
一
一
－
匹
布
一
－
常
以
－
外
は
郡
⊥
司
各
刀
一
－
口
鹿
－

ヒ
ラ

皮
一
－
張
　
（
巻
二
十
九
・
十
二
オ
⑧
（
兼
右
本
）
）

こ

セ

ム

　

ハ

ラ

ヘ

　

　

　

　

モ

ノ

ハ

　

　

　

　

　

イ

　

ハ

ラ

ヘ

ツ

モ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

キ

タ

　

　

ノ

　

ハ

　

タ

チ

　

　

　

　

　

　

ヒ

ラ

㈲
辛
亥
。
詔
日
。
四
方
夢
大
解
除
バ
用
．
物
則
国
別
国
造
輪
二
枚
　
柱
ペ
馬
一
匹
。
布
一
常
。
以
外
郡
司
各
刀
一
口
。
鹿
皮
一
張
。
　
（
巻

モ
チ
ヰ
シ

2
9
3
4
3
②
（
国
史
大
系
本
）
）

ト
キ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
イ
テ
　
コ
ノ
カ
ミ
　
イ
ロ
ネ
ヨ
リ
　
　
　
ウ
カ
ラ
　
　
　
カ
　
ウ
チ
ノ
カ
ミ
／
）
＼
r
l
r
，
・
r
7
，
　
　
　
レ

∽
戊
子
詔
て
日
凡
常
二
正
⊥
月
之
節
一
諸
l
王
諸
l
臣
及
百
l
l
寮
者
除
二
兄
姉
以
－
上
ノ
親
及
己
氏
－
長
以
－
外
は
莫
レ
拝
を
　
（
巻
二
十
九
・

イ
ロ
ト
ヨ
い
ノ

十
九
オ
①
（
兼
右
本
）
）テ

　

　

　

ト

キ

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

イ

テ

　

　

　

　

　

　

　

ウ

カ

ラ

　

ガ

の
戊
子
。
詔
日
。
凡
嘗
二
正
月
之
節
－
。
諸
王
。
諸
臣
及
百
寮
者
。
除
二
兄
　
姉
　
以
上
親
及
己
氏
　
長
ペ
以
外
莫
レ
拝
焉
。
　
（
巻
2
9
3
4
8

テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
カ
ミ
イ
ロ
ト
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヂ
コ
ノ
カ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト

④
（
国
史
大
系
本
）
）

オ

イ

テ

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

を

／

ヽ

′

ヽ

（

－

ノ

＼

　

　

　

レ

　

こ

と

㈱
是
l
日
動
凡
諸
】
寺
は
者
自
レ
今
以
－
後
除
下
鳥
二
国
大
－
寺
一
二
三
上
以
外
は
宮
司
莫
レ
治
d
　
（
巻
二
十
九
・
二
十
四
オ
⑦
（
兼
右
本
）
）

テ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ト

㈱
是
月
。
勅
。
几
諸
寺
者
。
自
レ
今
以
後
。
除
下
夢
画
大
寺
≡
三
上
以
外
。
官
司
莫
レ
治
。
　
（
巻
2
9
3
5
3
⑤
（
国
史
大
系
本
）
）

㈱
土
地
豊
沃
西
連
松
二
株
以
外
、
茅
・
渉
・
葬
頭
萬
・
蕗
等
之
類
、
生
磨
（
風
土
記
・
嶋
1
3
8
⑥
）

㈹
東
連
神
社
以
外
悉
皆
百
姓
之
家
（
同
右
・
1
3
8
⑥
）

以
上
奈
良
時
代
の
文
献
か
ら
検
出
し
得
た
「
以
外
」
　
の
全
用
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
訓
み
と
意
味
用
法
を
巡
っ
て
考
察
を
加
え
た
。
こ
の
時

代
の
「
以
外
」
の
訓
み
は
現
代
語
の
よ
う
に
即
字
的
な
音
よ
み
で
は
な
く
、
意
に
基
づ
い
て
訓
よ
み
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
以
外
」



の
字
は
、
右
の
用
例
に
付
し
て
あ
る
傍
訓
の
示
す
よ
う
に
、
正
に
先
引
の
『
助
字
班
略
』
の
「
此
以
字
語
助
不
烏
義
也
」
と
い
う
解
釈
の
通

り
に
、
無
意
味
に
近
く
、
た
だ
語
調
を
整
え
る
た
め
の
造
語
要
素
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
た
働
き
を
成
し
て
い
る
。
品
詞
も
用
法
も
そ
の
出
自

と
な
る
中
国
語
の
「
以
外
」
と
同
じ
く
、
名
詞
と
し
て
丁
を
除
く
そ
の
ほ
か
（
は
・
の
）
－
」
と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
意
味
に
つ

い
て
は
、
以
上
の
考
察
で
次
の
よ
う
に
一
つ
に
帰
納
で
き
る
。

△
あ
る
事
物
を
除
く
そ
の
他
の
事
物

こ
れ
は
ほ
か
で
も
な
く
元
来
の
中
国
語
の
意
味
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
奈
良
時
代
に
於
け
る
漢
語
は
他
の
時
代
よ
り

そ
の
意
味
変
化
が
発
生
し
難
い
と
考
え
ら
れ
る
。
「
以
外
」
は
そ
の
一
傍
証
と
な
り
得
よ
う
。
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
中
国
文
献
の
「
あ
る
範

囲
の
外
側
」
と
い
う
意
味
の
「
以
外
」
は
、
奈
良
時
代
の
文
献
に
は
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
無
論
、
そ
れ
は
調
査
の
不
足
に
よ

る
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
右
に
列
挙
し
た
「
以
外
」
の
実
例
を
細
見
す
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
即

ち
、
「
以
外
」
は
、
十
例
の
中
の
七
例
も
禁
止
、
否
定
を
表
す
「
美
、
勿
、
不
」
、
程
度
を
表
す
副
詞
「
悉
、
皆
、
悉
皆
」
と
い
う
よ
う
な
表

現
と
共
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
以
外
」
に
上
接
す
る
前
句
よ
り
そ
の
後
に
承
接
す
る
後
句
の
示
す
事
物
を
取
り
立
て
て
言
お

う
と
い
う
傾
向
性
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
の
よ
う
な
こ
と
は
上
記
の
中
国
文
献
に
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
相
原
司
郎
氏
「
『
焼
け

（4）

な
い
前
』
と
『
焼
け
ぬ
先
』
と
」
と
題
す
る
論
文
に
於
い
て
は
、
否
定
辞
を
伴
う
「
ホ
カ
」
に
つ
い
て
「
意
外
性
の
強
調
に
な
る
」
「
非
論
理

的
表
現
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
禁
止
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
以
外
」
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
平
安
時
代
の
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
の
訓
み
と
意
味
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

2
、
平
安
時
代
文
献

先
ず
、
平
安
時
代
中
期
以
前
の
「
以
外
」
を
見
よ
う
。
今
回
調
査
し
た
限
り
の
当
該
時
代
の
資
料
か
ら
、
合
せ
て
二
十
二
例
の
「
以
外
」

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
ら
の
例
は
史
書
、
法
書
等
の
漢
文
に
集
中
し
て
使
用
さ
れ
、
片
寄
り
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
「
以
外
」
の
全

用
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六

m
国
別
。
分
テ
夢
一
十
番
。
毎
番
十
日
。
教
義
武
野
必
使
H
賛
竪
令
候
以
外
。
不
レ
得
二
私
製
ヲ
　
（
続
日
本
紀
，
ゆ
）2

「
以
外
」
は
諸
国
兵
士
の
軍
団
へ
の
上
番
な
ど
を
定
め
た
勅
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
軍
防
令
、
営
繕
令
な
ど
で
兵
士
を
役
す
る
条
項
よ
り
ほ

か
は
雑
に
使
う
こ
と
を
得
な
い
」
と
解
せ
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
「
以
外
」
は
名
詞
と
し
て
前
句
と
後
句
と
の
間
に
介
在
し
て
用
い
ら
れ
て
、
そ

の
他
と
い
う
意
味
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

ヲ

　

　

セ

　

　

ニ

　

　

ス

ル

シ

テ

ラ

ン

ト

ハ

　

セ

　

　

　

　

ノ

拗
戎
本
主
亡
者
。
不
レ
得
二
漁
選
一
皆
還
＝
本
色
一
。
但
欲
二
廻
入
一
者
聴
。
以
外
如
レ
令
　
（
同
右
・
4
5
⑨
）

帳
内
・
資
人
に
対
す
る
位
階
授
与
を
制
限
す
る
制
の
第
三
項
に
「
以
外
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
そ
の
帳
内
・
資
人
は
選
に
預
ら
な
い
。
み

な
そ
れ
以
前
の
身
分
に
も
ど
す
。
但
し
、
他
主
の
帳
内
・
資
人
に
な
る
こ
と
を
願
う
者
は
こ
れ
を
許
す
。
そ
の
ほ
か
は
令
の
通
り
と
す
る
」

と
い
う
ふ
う
に
解
釈
で
き
る
。
「
以
外
」
は
例
Ⅲ
と
同
じ
意
味
用
法
で
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ

　

　

　

ト

　

ハ

シ

　

ノ

畑
又
制
二
蓄
銭
叙
位
之
法
パ
元
位
七
貫
。
白
丁
十
貫
。
並
薦
＝
入
限
一
以
外
如
レ
前
。
　
（
同
右
・
4
7
⑧
）

こ
の
例
は
十
月
甲
子
の
蓄
銭
叙
位
令
に
対
し
て
の
追
加
改
正
を
言
う
例
で
あ
る
。
即
ち
、
官
に
出
仕
し
て
い
る
も
の
で
位
の
な
い
無
位
は
七

貫
、
位
が
な
く
出
仕
し
て
い
な
い
白
丁
に
つ
い
て
は
十
貫
を
少
初
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
額
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
有
位
と
無
位

と
の
間
に
も
差
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
以
外
」
は
例
川
畑
と
同
じ
意
味
用
法
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

シ

テ

　

　

　

レ

ハ

　

　

こ

　

　

二

　

　

　

ヲ

　

　

メ

ハ

　

ニ

　

テ

　

ス

　

　

ヲ

　

　

ク

　

ス

ノ

　

　

　

ノ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

ヘ

テ

㈲
詔
日
。
人
足
二
衣
食
一
。
共
知
二
礼
節
一
。
身
苦
二
貧
窮
一
。
競
慮
三
計
詐
一
。
宣
下
今
輪
二
純
綿
綿
布
調
一
国
等
。
調
庸
以
外
。
毎
レ
人
儲
二
擁

一
斤
。
綿
二
斤
。
布
六
段
　
（
同
右
・
5
5
④
）

貧
苦
を
防
ぐ
た
め
、
人
民
に
各
自
糸
、
綿
、
布
を
貯
え
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
た
詔
に
「
以
外
」
が
現
れ
て
い
る
。
「
国
等
が
調
庸
よ
り
ほ
か
に

人
毎
に
糸
一
斤
、
綿
二
斤
、
布
六
段
を
儲
け
て
」
と
い
う
文
意
か
ら
「
以
外
」
の
意
味
用
法
は
右
の
例
の
拗
刷
と
一
致
す
る
。



ノ

　

ハ

　

　

ニ

　

メ

　

　

ヲ

㈲
又
阿
波
国
。
山
背
国
陸
田
者
、
不
レ
間
＝
高
下
」
皆
悉
還
レ
公
、
即
給
二
当
土
百
姓
バ
但
在
二
山
背
国
二
二
位
巳
上
陸
田
者
。
具
録
二
町
段
一
附

巌
上
気
的
以
娠
あ
。
軋
時
　
（
同
右
・
1
2
1
⑨
）

阿
波
・
山
背
二
国
の
陸
田
の
処
置
に
つ
い
て
悉
く
収
公
し
当
土
の
百
姓
に
口
分
田
と
し
て
班
給
す
る
と
い
う
官
奏
の
第
六
項
の
例
で
あ
る
。

「
以
外
」
は
そ
の
他
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
山
背
国
に
在
る
三
位
巳
上
の
陸
田
は
、
具
に
町
段
を
録
し
て
優
に
附
け

て
上
奏
せ
し
む
。
そ
の
ほ
か
は
尽
く
収
め
む
」
と
解
せ
ら
れ
る
。

右
に
列
挙
し
た
五
例
の
「
以
外
」
は
い
ず
れ
も
名
詞
と
し
て
「
そ
の
他
」
と
い
う
意
味
を
示
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

残
り
の
十
七
例
の
「
以
外
」
に
つ
い
て
も
同
じ
方
法
で
考
察
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
全
部
右
記
の
五
例
と
同
じ
意
味
用
法
で
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
白
と
な
る
。
以
下
に
用
例
の
み
掲
げ
て
お
く
。

㈲
軌
テ
A
㌣
諸
国
ヲ
シ
テ
雑
色
ノ
官
稲
除
討
起
稲
読
札
悉
。
混
翫
ム
正
税
辱
　
（
続
日
本
紀
・
拶
⑦
）

刑
自
レ
今
巳
後
。
五
㌢
綜
聖
7
匹
有
私
人
が
娠
㌘
得
レ
九
つ
簡
乱
例
∵
　
（
同
右
・
拶
⑧
）

㈱
其
一
王
臥
馬
数
。
依
当
私
有
レ
限
。
過
巌
副
州
。
不
レ
得
レ
輿
ト
ヲ
鮎
。
（
同
右
・
噛
）

㈱
其
二
恥
辱
随
軋
之
兵
。
各
々
有
二
儲
法
這
巌
項
州
。
亦
布
レ
得
レ
驚
　
（
同
右
・
2
3
3
①
）

望
ハ
三
除
訂
官
房
州
。
九
つ
得
二
京
詰
ト
ヲ
顛
　
（
同
右
・
拶
①
）

㈹
自
レ
今
巳
後
。
王
公
ヨ
リ
以
下
。
除
討
祭
療
患
房
州
。
礼
レ
得
レ
飲
輿
ト
ヲ
。
（
同
右
・
邸
②
）

ハ

ハ

カ

ン

　

ヲ

　

（

以

カ

）

ハ

㈹
六
位
巳
下
解
二
見
任
パ
己
外
　
決
杖
八
十
　
（
同
右
・
2
4
6
③
）

ス

ラ

ク

　

　

　

　

　

　

フ

モ

ノ

ハ

ニ

ム

「

ヲ

　

ク

　

テ

ニ

ス

㈹
太
政
官
虞
分
。
智
行
具
足
。
情
願
二
　
倍
住
「
軍
一
依
レ
願
聴
パ

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て

ハ

ク

　

セ

ト

以
外
悉
還
　
焉
　
（
同
右
・
4
5
1
⑦
）

一
六
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ハ

　

キ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

シ

　

ノ

　

こ

用
二
位
以
下
。
五
位
以
上
並
浅
紫
衣
。
以
外
皆
同
二
一
位
服
一
。
　
（
令
義
解
・
衣
服
令
2
1
3
⑩
）

ハ

　

キ

ノ

　

　

　

　

　

　

シ

　

ノ

　

こ

個
五
位
。
浅
排
衣
。
以
外
並
同
二
一
位
服
一
。
　
（
同
右
・
2
1
4
④
）

ハ

　

ス

テ

ヨ

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

こ

㈹
五
位
以
上
。
去
二
襲
撃
及
摺
軍
。
以
外
並
同
二
礼
服
一
。
　
（
同
右
・
2
1
7
①
）

的
唯
得
レ
用
二
勅
旨
及
便
奏
パ
以
外
大
事
。
不
レ
得
二
施
行
パ
　
　
（
同
右
・
公
式
令
2
5
4
①
）

ヘ

ウ

ツ

ス

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

ノ

レ

ニ

ホ

カ

ハ

　

ニ

　

　

　

　

　

　

ヘ

ヲ

　

　

　

ヲ

㈹
各
給
二
寓
程
一
。
五
十
紙
以
下
一
日
程
。
過
レ
此
以
外
毎
二
五
十
紙
以
上
ぺ
加
二
一
日
程
一
。

こ

ヲ

　

ニ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

タ

、

こ

セ

ヨ

ヲ

㈹
四
位
以
下
先
レ
姓
後
レ
名
。
以
外
三
位
以
下
直
構
レ
姓
。
　
（
同
右
・
2
6
1
③
）

（
同
右
・
2
5
9
④
）

一
六
八

㈱
大
草
條
凡
大
－
尊
者
毎
に
世
一
－
年
、
国
司
行
事
よ
以
－
外
は
毎
年
所
司
行
事
よ
　
（
古
簡
集
影
令
義
解
・
神
祇
令
四
ウ
③
（
鎌
倉
時
代
写

本））

㈲
自
今
而
後
。
以
＝
蔭
子
孫
一
補
レ
之
。
其
位
子
者
、
依
レ
令
簡
試
、
以
下
容
止
端
正
工
二
於
書
筆
者
上
補
レ
之
、
但
自
レ
非
レ
有
＝
別
勅
一
以
外
。
不

レ
得
下
妄
以
二
雑
色
及
畿
外
人
一
補
占
之
者
。
今
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
除
二
蔭
子
孫
一
以
外
、
一
切
停
補
　
（
類
型
二
代
格
巻
四
・
1
9
0
⑥
）

以
上
二
十
二
例
の
「
以
外
」
の
実
例
を
挙
げ
て
そ
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
考
察
を
施
し
た
。
平
安
時
代
中
期
以
前
の
「
以
外
」
は
奈
良
時

代
と
同
じ
意
味
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
を
継
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
訓
み
に
関
し
て
は
、

資
料
の
制
約
に
よ
っ
て
明
確
に
断
定
で
き
な
い
が
、
右
に
引
い
た
例
㈹
の
「
以
外
」
に
付
い
て
い
る
「
ホ
カ
」
と
い
う
傍
訓
と
、
ま
た
、
奈

良
時
代
と
一
致
す
る
意
味
用
法
と
を
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
平
安
時
代
中
期
以
前
の
「
以
外
」
は
奈
良
時
代
と
同
じ
く
依
然
と
し
て
意
訳
的
に

訓
よ
み
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
時
代
の
「
以
外
」
は
相
変
わ
ら
ず
名
詞
と
し
て
前
句
と
後
句
の
間
に
置
か

れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
以
外
」
の
後
句
を
見
る
と
、
禁
止
を
示
す
「
不
得
」
、
程
度
を
示
す
副
詞
「
轟
、
悉
、
並
、
皆
、
一
切
」
と
共
に



使
用
さ
れ
る
「
以
外
」
が
二
十
二
例
中
の
十
六
例
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
奈
良
時
代
に
続
い
て
、
平
安
時
代
初
中
期
に

も
後
句
を
取
り
立
て
て
強
く
表
現
し
ょ
う
と
い
う
傾
向
が
依
然
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
傾
向
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
て
み
た
い
。

次
に
平
安
時
代
中
期
以
降
か
ら
院
政
期
ま
で
の
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
の
訓
み
と
意
味
用
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
ず
、
古
記
録
、

古
文
書
等
の
漢
文
か
ら
拾
わ
れ
た
全
用
例
を
挙
げ
て
考
察
し
て
み
る
。

Ⅲ
被
申
旨
同
入
道
太
政
大
臣
、
以
此
旨
令
申
也
、
内
々
被
命
云
、
若
被
尋
所
思
之
気
色
者
、
以
外
非
道
之
由
所
申
也
、
佃
可
在
勅
定
之
由

申
也
　
（
山
塊
記
・
永
暦
元
（
墜
年
1
5
7
上
⑩
）

佃
而
不
顧
寺
領
、
不
慣
領
主
、
藤
井
庄
窓
打
入
条
以
外
非
道
也
　
（
平
安
遺
文
八
・
治
承
二
（
塑
年
制
上
⑥
）

㌫
ル
ヲ
、
汝
デ
、
人
ノ
侍
へ
テ
覗
聖
晦
人
ヲ
僻
㌢
シ
禦
訂
㌢
椚
畢
領
ス
ル
、
堅
テ
剰
鳳
也
。
（
今
昔
物
語
集
巻
㌘
轡

例
川
畑
の
「
以
外
」
は
、
構
文
上
で
は
以
前
の
時
代
の
よ
う
な
丁
を
除
く
以
外
（
は
・
の
）
－
」
と
い
う
構
文
形
式
と
違
っ
て
、
情
態
的

な
意
味
の
「
非
道
」
を
修
飾
し
て
、
副
詞
的
な
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
用
法
上
の
変
化
に
伴
っ
て
、
意
味
と
し
て
も
以
前
の
時
代
と
変

わ
っ
て
、
参
考
例
の
「
極
め
て
」
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

畑
去
頃
、
件
事
若
被
レ
仰
レ
之
、
不
レ
可
二
仰
下
乏
由
、
職
事
と
も
に
、
兼
日
被
レ
仰
よ
と
、
内
々
被
レ
申
け
る
よ
し
、
女
房
説
ニ
テ
承
侍
者
也
、

以
外
支
度
也
、
然
者
非
レ
無
二
其
恐
蒔
者
、
　
（
宇
椀
記
抄
中
、
仁
平
元
（
1
1
5
1
）
年
1
8
7
上
⑭
）

例
畑
の
「
以
外
」
も
例
川
畑
と
同
じ
副
詞
的
な
用
法
と
し
て
「
支
度
」
を
修
飾
す
る
。
う
ま
り
、
文
中
の
「
件
事
（
節
合
）
」
に
対
し
て
そ
の

「
支
度
」
が
予
想
を
超
え
て
程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と
と
な
る
。

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

㈲
先
例
専
不
問
東
大
寺
領
四
至
内
有
公
私
他
領
之
由
、
以
外
僻
事
也
、
（
平
安
遺
文
八
・
治
承
二
（
1
1
7
8
）
年
2
9
4
8
上
③
）

一
七
〇

㈲
就
中
板
蝿
拙
者
四
至
内
惣
名
也
、
而
有
□
西
端
鵠
笠
間
川
西
方
之
由
注
置
之
条
、
以
現
謀
計
也
、
　
（
同
右
、
2
9
4
8
上
⑯
）

㈲
夜
陰
、
泰
親
来
、
有
二
天
変
云
々
、
以
外
大
事
、
公
家
重
御
厄
云
々
　
（
玉
葉
一
・
仁
安
二
（
墜
年
7
月
）

刑
凡
被
二
仰
下
乏
旨
、
不
レ
能
二
左
右
、
別
儀
候
欺
、
以
外
御
詞
等
候
、
内
々
夢
融
用
軍
所
レ
中
也
、
　
（
同
右
、
安
元
三
（
1
1
7
5
）
年
5
月
）

㈱
更
行
二
詩
興
以
外
大
事
也
、
　
（
同
右
三
、
文
治
二
（
墜
年
正
月
）

㈱
終
日
終
夜
不
レ
減
以
外
大
事
也
云
々
、
　
（
同
右
・
四
月
）

ノ

㈹
以
外
大
事
こ
そ
有
も
の
を
あ
ふ
な
く
被
二
仰
出
た
け
る
、
尤
御
後
悔
也
、
か
く
ま
て
被
＝
驚
中
一
以
外
大
事
也
、
　
（
同
右
、
閏
七
月
）

仙
今
度
除
目
、
合
不
レ
可
レ
達
二
叡
輿
佃
不
レ
可
レ
有
二
博
奏
之
人
畜
、
重
奏
云
、
此
事
以
外
大
事
候
、
　
（
同
右
・
建
久
三
（
塑
年
正
月
）

例
㈲
～
例
刷
の
「
以
外
」
は
い
ず
れ
も
事
態
を
表
す
「
僻
事
、
謀
計
、
大
事
、
御
詞
」
と
い
う
表
現
を
修
飾
し
て
、
程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と

を
示
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
平
安
時
代
中
期
以
降
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
漢
文
に
現
れ
て
い
る
「
以
外
」
の
全
用
例
を
挙
げ
て
そ
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
ず
、
用
法
と
し
て
は
、
「
－
を
除
く
以
外
（
は
、
の
）
1
」
と
い
う
名
詞
用
法
と
異
な
っ

て
、
副
詞
的
に
「
以
外
」
に
下
接
す
る
語
を
修
飾
す
る
用
法
が
派
生
し
て
き
た
と
言
え
る
。
更
に
「
以
外
」
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
て
い
る
被

修
飾
語
に
着
目
し
て
み
る
と
、
殆
ど
非
難
す
べ
き
事
態
、
望
し
く
な
い
事
態
を
示
す
表
現
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

「
以
外
」
は
副
詞
的
に
い
つ
も
非
難
す
べ
き
、
望
し
く
な
い
事
態
を
示
す
表
現
を
修
飾
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
代
に
使

用
さ
れ
て
い
る
程
度
副
詞
と
の
弁
別
的
意
味
特
徴
の
一
つ
と
も
成
り
得
よ
う
。
意
味
と
し
て
は
、
右
の
意
味
分
析
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
一

つ
に
帰
納
で
き
よ
う
。



△
　
（
物
事
が
常
識
や
予
想
を
超
え
た
）
程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
さ
ま

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
意
味
は
、
上
述
の
如
く
以
前
の
時
代
に
は
全
く
確
認
で
き
ず
、
新
し
く
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ

の
替
わ
り
に
、
平
安
時
代
中
期
以
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
、
中
国
語
本
来
の
意
味
を
表
す
「
以
外
」
は
平
安
時
代
中
期
以
降
か
ら
院
政
期
ま

で
の
文
献
に
は
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
ず
、
姿
を
消
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
「
以
外
」
は
、
平
安
時
代
中
期
以
降
に
な
る

と
、
意
味
の
変
化
が
起
き
た
と
同
時
に
以
前
の
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
意
味
が
消
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
何
故
、
か
よ
う
な

変
化
が
生
じ
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
考
え
て
み
た
い
。

さ
て
、
「
以
外
」
に
意
味
変
化
が
起
き
て
、
平
安
時
代
中
期
以
前
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
意
味
が
消
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
そ
の

意
味
の
空
白
は
如
何
に
し
て
補
充
さ
れ
て
い
る
の
か
。
即
ち
、
「
以
外
」
の
替
わ
り
に
ど
う
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
次
に
用
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
え
て
み
る
。

先
ず
、
『
台
記
』
に
於
い
て
、
本
来
の
「
以
外
」
の
意
味
を
示
す
の
に
如
何
な
る
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
次
の
用
例
を
見
よ
う
。

相
乗
レ
車
、
前
駆
聞
進
参
、
願
意
、
俊
通
来
、
恨
随
身
武
道
、
下
溝
公
春
外
、
又
無
二
衆
人
」
路
間
、
前
駆
多
来
、
　
（
台
記
巻
「
1
1
上
①
）

の
よ
う
に
、
「
外
」
と
い
う
語
が
本
来
の
「
以
外
」
の
丁
を
除
く
そ
の
他
－
」
と
い
う
意
味
を
表
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
下
萬
公
春
の
ほ
か
は
、
又
衆
人
無
し
」
と
解
せ
ら
れ
る
。

㈲
勅
日
、
早
可
レ
参
、
即
参
苛
向
八
賀
土
御
門
大
納
言
、
左
武
衛
之
外
、
卿
相
不
参
、
次
第
存
二
恒
例
」
　
（
同
右
巻
三
・
8
3
上
⑮
）

㈲
巳
刻
参
レ
官
、
依
二
列
見
」
中
納
言
公
能
、
季
成
卿
、
参
議
脛
定
朝
臣
之
外
、
上
達
部
不
参
、
少
納
言
三
人
参
、
右
大
所
俊
雅
朝
臣
、
左

中
舞
姿
信
朝
臣
之
外
、
所
官
不
参
、
　
（
同
右
巻
六
・
1
7
4
上
⑫
）

㈲
午
三
刻
着
聴
、
蔵
人
式
部
丞
成
佐
着
二
青
負
目
徐
式
部
丞
皆
構
レ
障
不
参
、
併
用
レ
代
、
此
外
無
レ
代
　
（
同
右
巻
六
・
1
7
4
上
⑲
）

の
よ
う
に
、
「
之
外
」
「
此
外
」
と
い
う
表
現
が
丁
を
除
く
そ
の
他
⊥
と
い
う
「
以
外
」
の
本
来
の
意
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

右
の
用
例
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
『
台
記
』
で
は
、
意
味
の
変
化
の
た
め
に
消
失
し
た
「
以
外
」
の
本
来
の
意
味
は
、
「
外
」
「
之
外
」

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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一
七
二

「
此
外
」
の
よ
う
な
表
現
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
以
外
」
の
意
味
変
化
に
よ
る
空
自
が
「
外
」
「
之
外
」
「
此
外
」
に
よ
っ
て

補
足
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
『
台
記
』
に
止
ま
ら
ず
、
当
時
代
の
他
の
文
献
に
於
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
例
え
ば
、

㈲
長
日
御
法
之
外
聖
人
百
口
供
料
鵠
御
沙
汰
之
由
、
令
覚
悟
、
其
外
御
祈
不
審
思
食
者
、
　
（
平
安
遺
文
十
・
5
0
1
6
久
安
三
（
懸
年
）

㈲
此
外
舛
官
殿
上
人
少
々
来
、
　
（
玉
琴
∵
安
元
三
（
懸
年
1
下
⑨
）

の
各
自
由
之
誠
、
天
撃
如
何
、
此
外
或
見
病
、
　
（
同
右
三
・
文
治
三
（
墜
年
4
1
0
上
②
）

と
あ
る
よ
う
に
「
之
外
」
或
い
は
「
外
」
が
指
示
代
名
詞
に
下
接
す
る
表
現
－
「
此
外
」
「
其
外
」
が
「
以
外
」
の
替
わ
り
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
但
し
、
こ
れ
ま
で
の
時
代
に
多
用
さ
れ
て
い
た
「
除
－
以
外
－
」
と
い
う
構
文
形
式
が
「
除
－
（
之
・
此
・
其
）
外
－
」
の
よ
う
に
変
形

し
て
継
受
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
除
－
以
外
－
」
と
い
う
構
文
形
式
も
「
以
外
」
の
意
味
変
化
と
共
に
姿
が
見

え
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
意
味
が
変
化
し
、
本
来
の
意
味
が
消
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
「
以
外
」
は
、
果
し
て
以
前
の
時
代
と
同
じ
よ
う
に
訓

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
一
体
如
何
に
訓
ま
れ
る
の
か
。
更
に
、
訓
み
と
意
味
変
化
と
の
間
に
何
か
の
因
果
関
係
が
存

在
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。
先
ず
、
意
味
の
変
化
し
た
「
以
外
」
の
訓
み
に
つ
い
て
考
え

よ
う
。
原
則
と
し
て
漢
字
の
み
で
表
記
し
て
あ
る
古
記
録
、
古
文
書
等
の
漢
文
で
は
個
々
の
単
語
の
訓
み
を
決
定
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
以
外
」
の
訓
み
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
先
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
方
法
は
当
時
の
書
記
言
語
生
活
に
用
い
る
言
葉
を
集
め
た

『
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
』
を
調
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
辞
書
に
は
「
以
外
」
と
い
う
語
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
「
以
外
」
の

訓
み
の
確
定
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
か
或
い
は
や
や
下
っ
た
時
代
に
抄
写
ま
た
は
加
点
さ
れ

た
文
献
に
目
を
向
け
、
そ
れ
ら
を
調
査
し
て
、
そ
こ
か
ら
訓
み
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
求
め
る
方
法
で
あ
る
。
今
回
調
査
し
た
と
こ
ろ
で

（5）

は
、
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
『
三
教
指
帰
注
』
か
ら
次
の
よ
う
な
用
例
を
検
出
で
き
た
。
本
文
書
写
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
院
政
末
期
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
当
文
献
か
ら
見
出
し
た
例
は
語
句
の
注
解
の
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
挙
げ
て
み
よ
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（
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）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

者

）

　

（

物

）

　

　

　

　

　

　

　

レ

ウ

セ

イ

m
詞
非
殺
将
（
ト
）
云
（
フ
）
ハ
大
庸
二
塵
忠
連
ト
云
（
ヒ
）
シ
モ
ノ
ハ
高
名
ノ
文
武
共
ノ
物
也
、
者
書
（
ノ
）
武
者
也
、
時
。
寮
城
下
云
（
ヒ
）
シ
城
ヲ
ヲ
ト

（

登

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

聯

）

シ
ニ
行
ク
、
時
二
城
内
以
テ
ノ
外
ニ
コ
ハ
シ
、
ヲ
ト
ス
へ
キ
様
更
二
無
シ
、
　
（
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
1
3
ウ
③
）

止
斉
田
畢
攻
柳
城
歳
徐
士
卒
多
死
而
柳
城
不
下
魯
連
乃
寅
書
約
之
矢
以
射
城
中
　
（
史
記
・
魯
仲
達
郎
陽
列
侍
）

止
筆
謝
除
癖
。
詞
非
哉
膵
。
　
（
三
教
指
帰
巻
上
）

参
考
例
を
見
る
と
、
分
か
る
よ
う
に
、
「
以
テ
ノ
外
」
は
「
詞
非
殺
将
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
注
釈
文
に
見
え
て
い
る
た
め
、

も
と
の
『
三
教
指
帰
』
に
も
、
そ
の
語
句
の
出
典
と
な
る
『
史
記
』
に
も
存
在
し
な
い
。
但
し
、
そ
の
注
解
は
、
『
史
記
』
の
魯
仲
達
郎
陽
列

博
を
参
考
に
し
て
成
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
『
史
記
』
の
「
柳
城
不
下
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
「
ヲ
ト
ス
へ
キ
様
更
二
無
シ
」

と
解
釈
し
て
あ
る
。
「
城
内
以
テ
ノ
外
ニ
コ
ハ
シ
」
は
、
何
故
「
柳
城
不
下
」
な
の
か
、
と
い
う
理
由
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

か
ら
推
し
て
、
「
コ
ハ
シ
」
を
修
飾
す
る
「
以
テ
ノ
外
」
は
副
詞
と
し
て
程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と
を
示
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
看
取
さ
れ

る
。
意
味
と
い
い
、
用
法
と
い
い
、
「
以
テ
ノ
外
」
は
、
上
述
の
意
味
の
変
化
し
た
「
以
外
」
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
。
と
は
い

え
、
「
以
外
」
と
「
以
テ
ノ
外
」
と
の
間
に
は
、
表
記
上
の
相
違
が
存
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
た
め
、
直
ち
に
「
以
外
」
は
「
以
テ
ノ
外
」

と
訓
む
と
断
定
し
か
ね
る
。
つ
ま
り
、
「
以
外
」
の
訓
み
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
明
の
点
が
残
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
を
解
明
す
べ

く
、
次
に
時
代
の
下
っ
た
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

佃
ア
ナ
カ
チ
こ
歎
中
人
ア
レ
ハ
心
ヨ
バ
ク
此
計
ノ
＼
と
度
々
被
申
ケ
ル
ホ
ト
ニ
以
外
二
大
ナ
ル
事
ニ
イ
ロ
ヒ
テ
　
（
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙

石
集
巻
六
・
2
9
7
左
⑦
）

佃
ア
ナ
ガ
チ
ニ
歎
申
人
ア
レ
バ
心
ヨ
バ
ク
「
此
斗
ノ
＼
」
と
度
々
二
申
ケ
ル
程
二
以
外
二
大
ナ
ル
事
こ
イ
ロ
ヒ
被
申
ケ
ル
時
　
（
梵
舜
本
沙

石
集
巻
九
・
轡

〃

　

　

　

ぷ

ケ

キ

　

　

　

　

　

　

　

コ

レ

ハ

カ

リ

　

ト

、

　

　

　

　

　

モ

ツ

テ

ホ

カ

拗
ア
ナ
カ
チ
l
薮
申
人
ア
レ
ハ
、
心
ヨ
バ
ク
、
是
計
ノ
＼
ト
度
々
申
サ
レ
ケ
ル
程
こ
、
以
ノ
外
二
大
事
ニ
イ
ロ
イ
申
サ
レ
ケ
ル
時
、
（
米

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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沢
本
沙
石
集
（
室
町
中
期
以
後
写
本
）
巻
七
・
2
4
1
②
）

〃

の
よ
う
に
、
漢
字
表
記
の
「
以
外
」
「
以
ノ
外
」
は
畑
の
傍
訓
に
よ
っ
て
「
モ
ツ
テ
ノ
ホ
カ
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
こ
と
に

な
る
。
更
に
、
そ
の
用
法
と
意
味
を
見
れ
ば
、
例
Ⅲ
の
「
以
テ
ノ
外
」
と
同
様
に
、
「
こ
」
を
伴
う
副
詞
的
な
用
法
で
、
程
度
の
甚
だ
し
い
こ

と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
例
Ⅲ
の
「
以
テ
ノ
外
」
も
、
ま
た
そ
れ
と
意
味
用
法
が
同
じ
で
あ
る
、
漢
字
表
記
の
「
以
外
」

も
「
モ
　
（
ツ
）
　
テ
ノ
ホ
カ
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

平
安
時
代
中
期
以
前
の
「
以
外
」
は
上
述
の
よ
う
に
意
訳
的
に
「
以
」
字
が
訓
ま
れ
ず
に
い
た
の
に
対
し
て
、
平
安
時
代
中
期
以
降
か
ら

院
政
期
ま
で
の
「
以
外
」
は
即
字
的
に
「
以
」
字
が
訓
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
「
以
外
」
の
即
字
的
な
訓
よ
み
は
「
以
テ
ノ
故
」

と
一
脈
相
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

尚
、
「
以
外
」
が
「
モ
（
ツ
）
テ
ノ
ホ
カ
」
と
訓
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
和
漢
混
清
文
の
例
、
室
町
時
代
初
期
に
記
録
さ

れ
た
公
家
日
記
『
後
愚
昧
記
』
に
現
れ
た
仮
名
交
り
文
の
書
状
、
及
び
古
辞
書
に
徹
し
て
傍
証
さ
れ
得
よ
う
。
そ
れ
ら
を
掲
げ
て
み
る
。

㈲
タ
、
併
ハ
弄
樹
下
ニ
テ
覚
り
、

邸
的

ウ
チ
開
ケ
テ
ワ
タ
ラ
セ
給
カ
ト
恩
へ
ハ
以
テ
ノ
外
ノ
事
相
ア
リ
ケ
ナ
リ
云
々
　
（
光
言
句
義
輝
誅
集
記
下
・

㈲
御
同
朋
達
モ
テ
ノ
ホ
カ
ニ
ア
ラ
ソ
ヒ
タ
マ
ヒ
テ
イ
カ
テ
カ

（
歎
異
抄
下
・
1
6
3
）

㈲
畏
て
う
け
た
ま
バ
リ
候
ぬ
、

も
路
か
こ
の
程
痢
病
も
て
の
外
に
候
て
　
（
後
愚
昧
記
三
・
6
1
②
）

㈲
そ
の
ゝ
ち
も
ろ
香
咳
気
喘
息
も
て
の
外
候
、
只
今
平
臥
仕
候
へ
く
候
　
（
同
右
・
用
①
）

モ

テ

ノ

ホ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

ツ

テ

ノ

ホ

カ

以
外
　
（
温
故
知
新
書
2
2
9
⑤
）
以
外
　
（
明
応
五
年
本
節
用
集
2
3
4
③
）

モ

ツ

テ

ノ

ホ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

ツ

テ

ノ

ホ

カ

以
　
外
（
文
明
本
節
用
集
1
0
6
9
④
）
以
外
　
（
易
林
本
節
用
集
2
3
1
③
）

イ
グ
ワ
イ

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
平
安
時
代
中
期
以
降
か
ら
院
政
期
ま
で
の
「
以
外
」
は
、
そ
の
訓
み
が
そ
れ
以
前
の
時
代
と
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
明
白
と
な
る
。
当
時
代
の
「
以
外
」
に
、
以
前
の
時
代
と
意
味
の
変
化
が
生
じ
た
の
は
そ
の
訓
み
の
違
い
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
と
考



え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
「
以
外
」
　
は
、
そ
の
訓
み
が
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
ま
た
、
訓
み
の
変
化
に
伴
っ
て
意

味
と
用
法
の
変
化
も
起
き
た
の
で
あ
る
。
尚
、
「
程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
新
た
に
発
生
し
た
土
台
は
、
平
安
時
代
中
期
以
前

に
、
後
句
を
取
り
立
て
て
言
お
う
と
す
る
「
以
外
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
以
前
の
時
代
と
如
何
な
る
関
係
を
持
っ

て
い
る
の
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

3
、
鎌
倉
時
代
文
献

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
い
ま
ま
で
古
記
録
、
古
文
書
な
ど
の
よ
う
な
漢
文
に
偏
用
さ
れ
て
い
た
「
以
外
」
は
、
漢
文
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

和
漢
混
清
文
に
も
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
使
用
範
囲
が
以
前
の
時
代
よ
り
拡
大
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、

使
用
範
囲
の
拡
大
に
伴
っ
て
使
用
量
も
増
加
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
次
の
表
か
ら
伺
え
る
。

先
ず
、
古
記
録
、
古
文
書
な
ど
の
よ
う
な
漢
文
に
於
け
る
「
以
外
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
鎌
倉
遺
文
か
ら
検
出
で
き
た
用
例
を
中
心
に

外以

用

例

数

献文

文

章

ジ
ャ
ン
ル

2記長三

漢

文

6記戸平

1 記白関屋岡

7 書文古寺山高

9
書文古本日大

41書文山野高

01 6101‾1文遺倉鎌

1抄錬百

1来往慶御

1来往素尺

1
本蔵寺経華法山中

和

漢

混

清

文

注帰指教三

1語家富

21 記夢人上意明

1 記集聴繹義句吉光

8 耕一覚掛物家平

1 集開署今古

3抄異歎

1集石沙

66 計

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

考
察
す
る
。

Ⅲ
能
請
之
庄
池
田
申
所
二
以
外
構
城
、
集
千
万
軍
兵
候
て
、
　
（
鎌
倉
遺
文
一
・
6
2
下
④
）

拗
一
々
二
以
外
ノ
ヒ
カ
コ
ト
ニ
テ
候
　
（
同
右
三
・
6
3
上
②
）

畑
学
生
供
事
、
猶
々
能
々
可
有
御
用
意
事
候
、
早
々
可
被
引
畢
御
支
度
所
候
也
、
以
外
種
々
免
給
了
、
　
（
同
右
・
紺
上
⑬
）

聞
不
随
神
主
所
勘
之
條
、
以
外
濫
妨
也
、
　
（
同
右
・
3
3
1
上
⑬
）

㈲
号
加
徴
米
代
農
牛
二
頭
馬
二
疋
令
押
取
欺
、
如
状
者
、
忽
諸
国
威
致
狼
籍
之
條
、
以
外
濫
吹
也
、
　
（
同
右
七
・
1
9
2
上
⑰
）

㈲
条
々
訴
申
書
状
如
此
、
事
貿
候
者
、
以
外
狼
籍
候
欺
、
　
（
同
右
八
・
1
4
7
下
⑪
）

の
而
近
日
連
々
盗
犯
以
外
也
、
　
（
同
右
・
2
7
1
上
⑩
）

㈱
候
々
子
細
申
入
候
了
、
二
御
殿
千
木
金
物
落
之
後
、
及
三
ケ
月
被
申
事
由
之
條
、
以
外
事
候
、
　
（
同
右
・
2
7
1
下
⑤
）

㈱
而
今
押
領
梶
尾
、
訴
申
之
條
以
外
不
富
悪
逆
也
、
　
（
同
右
・
2
9
3
下
⑥
）

㈹
今
度
所
努
以
外
大
事
候
、
　
（
同
右
・
4
7
上
⑨
）

と
あ
る
よ
う
に
、
例
個
を
除
い
て
そ
の
他
の
九
例
の
「
以
外
」
は
、
全
部
そ
れ
に
下
接
す
る
語
を
修
飾
し
て
、
副
詞
的
な
用
法
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。
が
、
例
の
の
み
が
他
の
例
と
異
な
り
、
「
也
」
と
結
合
し
て
述
語
文
を
構
成
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
用
法
の
「
以
外
」
は
以
前
の
時

代
に
は
見
え
な
か
っ
た
ら
し
い
。
更
に
、
意
味
を
考
え
る
と
、
そ
の
い
ず
れ
も
平
安
時
代
中
期
以
降
の
「
以
外
」
と
同
じ
意
味
で
、
「
（
予
想
や

常
識
を
超
え
た
）
程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
さ
ま
」
を
表
す
。
残
り
の
漢
文
に
於
け
る
「
以
外
」
を
考
察
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
意
味

と
用
法
が
鎌
倉
遺
文
の
「
以
外
」
と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
但
し
、
平
安
時
代
中
期
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
、
本
来
の
意
味
を
示

す
「
以
外
」
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
尚
、
「
以
外
」
に
修
飾
さ
れ
て
い
る
被
修
飾
語
に
注
目
す
れ
ば
、
「
ヒ
カ
コ
ト
」
「
濫
妨
」
「
濫
吹
」
「
狼
籍
」

「
不
嘗
悪
逆
」
と
い
っ
た
よ
う
な
非
難
す
べ
き
、
望
し
く
な
い
事
態
が
十
例
中
の
半
分
を
占
め
、
そ
の
多
出
振
り
を
見
せ
て
い
る
。
残
り
の

漢
文
の
「
以
外
」
の
用
例
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。
こ
の
点
も
平
安
時
代
中
期
以
降
の
「
以
外
」
と
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。



鎌
倉
時
代
の
漢
文
に
於
け
る
「
以
外
」
は
、
以
前
の
時
代
と
同
様
に
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
訓
み
が
不
明
で
あ
る
が
、
意

味
と
い
い
用
法
と
い
い
、
巳
に
訓
み
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
平
安
時
代
中
期
以
降
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
平
安

時
代
中
期
以
降
の
「
以
外
」
と
同
じ
よ
う
に
訓
ま
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
以
外
」
が
変
化
し
た
意
味
だ
け
で
使
わ
れ
て
い
る
鎌
倉
時
代
の
漢
文
に
於
い
て
は
、
本
来
の
「
以
外
」
の
意
味
が
如
何
な
る

表
現
に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
る
の
か
、
次
の
用
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

Ⅲ
自
他
心
巳
如
此
、
迷
惑
外
無
治
術
、
　
（
岡
屋
関
白
記
・
2
9
9
①
）

佃
今
巳
聞
此
事
、
仰
天
伏
地
、
迷
惑
之
外
無
他
耳
、
　
（
平
戸
記
㌻
2
2
0
下
⑥
）

畑
偏
是
依
朝
務
之
得
失
也
、
此
外
無
治
術
欺
者
、
　
（
同
右
・
5
9
下
⑦
）

輔
各
申
状
昨
日
到
来
、
其
外
不
審
事
出
来
、
　
（
同
右
・
9
1
下
①
）

の
如
く
、
「
以
外
」
の
意
味
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
白
が
平
安
時
代
中
期
以
降
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
「
外
・
之
外
・
此
外
・
其
外
」
な
ど

の
よ
う
な
表
現
で
補
充
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
平
安
時
代
中
期
以
前
の
漢
文
に
多
用
さ
れ
て
い
た
「
除
－
以
外
－
」
と
い
う

構
文
形
式
に
替
わ
る
「
除
－
（
之
・
此
・
其
）
外
1
」
と
い
う
形
式
は
、
以
前
の
時
代
と
同
様
に
見
当
た
ら
な
い
。

次
に
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
以
外
」
に
つ
い
て
、
『
平
家
物
語
（
覚
一
本
）
』
か
ら
検
出
で
き
た
八
例
の
「
以
外
」
を
挙
げ
て
そ
の
意
味
用

法
な
ど
を
考
え
る
。

Ⅲ
素
娼
の
衣
の
み
じ
か
ら
か
な
る
に
、
白
き
大
口
ふ
み
く
ゝ
み
、
ひ
じ
り
づ
か
の
刀
を
し
く
つ
ろ
げ
て
さ
す
ま
ゝ
に
、
以
外
い
か
れ
る
け

し
き
に
て
、
大
納
言
を
し
ば
し
に
ら
ま
へ
。
　
（
覚
一
本
平
家
物
語
巻
二
・
甜
④
）

拗
こ
れ
ら
を
め
し
ぐ
し
て
、
院
御
所
法
住
寺
殿
を
守
護
し
ま
い
ら
せ
候
は
ば
、
さ
す
が
以
外
の
御
大
事
で
こ
そ
候
は
ん
ず
ら
め
。
（
同
右
・

1
7
4
⑦
）

㈲
今
井
四
郎
申
け
る
は
「
是
こ
そ
以
外
の
御
大
事
で
候
へ
。
さ
れ
ば
と
て
十
善
帝
王
に
む
か
い
ま
い
ら
せ
て
、
争
か
御
合
戦
候
べ
き
。
…
…
」

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

と
申
せ
ば
、
　
（
同
右
巻
八
・
1
5
2
⑦
）

㈲
院
中
の
き
り
も
の
に
西
光
法
師
と
い
ふ
者
あ
り
。
境
節
御
前
ち
か
う
候
け
る
が
、
「
天
に
口
な
し
、
に
ん
を
も
（
ツ
）
て
い
は
せ
よ
と
申
。

平
家
以
外
に
過
分
に
候
あ
ひ
だ
、
天
の
御
ば
か
ら
ひ
に
」
と
ぞ
申
け
る
。
　
（
同
右
巻
一
・
咽
）

止
西
光
法
師
折
節
御
前
近
く
候
け
る
が
天
に
口
な
し
、
人
代
て
い
へ
り
騎
て
無
稽
な
る
は
天
罰
の
徴
な
り
、
清
盛
以
外
に
過
分
也
、
　
（
源

平
盛
衰
記
巻
二
・
ゆ
）5

㈲
鳥
羽
院
の
御
時
も
、
季
教
・
季
頼
父
子
と
も
に
朝
家
に
め
し
う
て
こ
そ
あ
り
L
に
、
此
御
時
の
北
面
の
輩
は
以
外
に
過
分
に
て
、
公
卿

殿
上
人
を
も
者
と
も
せ
ず
。
礼
儀
礼
節
も
な
し
。
　
（
覚
一
本
平
家
物
語
巻
一
・
1
2
6
④
）

㈲
西
光
法
師
申
け
る
は
、
「
山
門
の
大
衆
み
だ
り
が
は
し
き
う
（
ツ
）
た
へ
仕
事
、
今
に
は
じ
め
ず
と
申
な
が
ら
、
今
度
は
以
外
に
覚
候
。
…
…
」

と
ぞ
申
し
け
る
。
（
同
右
巻
二
・
1
5
0
②
）

の
美
作
守
給
言
を
蒙
て
頼
豪
が
宿
坊
に
行
む
か
ひ
、
勅
定
の
趣
を
仰
含
め
ん
と
す
る
に
、
以
外
に
ふ
す
ぼ
っ
た
る
持
彿
堂
に
た
て
ご
も
り
、

お
そ
ろ
し
げ
な
る
こ
ゑ
し
て
、
　
（
同
右
巻
三
・
2
2
6
②
）

㈱
「
今
度
の
地
震
、
占
文
の
さ
す
所
、
其
慎
み
か
ろ
か
ら
ず
。
常
道
三
脛
の
中
に
、
根
器
経
の
説
を
見
候
に
、
「
年
を
え
て
は
年
を
出
ず
、

月
を
え
て
は
月
を
出
ず
、
日
を
え
て
は
日
を
出
ず
」
と
み
え
て
候
。
以
外
に
火
急
候
」
と
て
、
は
ら
ノ
し
1
と
ぞ
泣
け
る
。
　
（
同
右
・
2
5
0

⑥
）

止
其
夜
の
大
地
震
、
占
文
の
指
所
不
レ
斜
重
く
見
え
侍
り
、
世
は
唯
今
失
な
ん
ず
、
こ
は
い
か
ゞ
仕
る
べ
き
、
以
外
に
火
急
に
侍
り
と
て
膿

は
ら
〈
と
泣
け
り
、
　
（
源
平
盛
衰
記
巻
十
一
・
＠3

例
拗
畑
の
「
以
外
」
は
連
体
修
飾
の
働
き
で
名
詞
的
な
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
例
初
㈲
㈲
∽
㈱
の
「
以
外
」
は
「
に
」

を
伴
っ
て
副
詞
的
に
連
用
修
飾
の
職
能
を
成
し
て
い
る
。
例
Ⅲ
の
「
以
外
」
は
「
に
」
は
伴
っ
て
い
な
い
が
、
文
脈
上
か
ら
副
詞
的
な
用
法

で
　
「
い
か
れ
る
」
を
修
飾
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
意
味
を
検
討
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
当
時
代
の
漢
文
に
於
け
る
「
以
外
」
と
同
じ
意
味



（6）

で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
院
政
期
ま
で
書
記
言
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
「
以
外
」
は
、
和
漢
混
清
文
に
於
い
て
は
右
の
例

か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
会
話
文
に
使
わ
れ
て
い
て
、
日
常
的
用
語
に
変
身
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
残
り
の
和
漢
混
清
文

に
現
れ
て
い
る
「
以
外
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
上
記
の
　
『
平
家
物
語
』
　
の
「
以
外
」
と
同
じ
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
I
を
除
く
そ
の
他
－
」
と
い
う
本
来
の
意
味
を
示
す
「
以
外
」
は
同
時
代
の
漢
文
と
同
様
に
一
例
も
検
出
で
き

な
か
っ
た
。
亦
、
「
以
外
」
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
て
い
る
被
修
飾
語
の
示
す
事
態
も
依
然
と
し
て
非
難
す
べ
き
、
望
し
く
な
い
場
合
が
多
い
と

い
う
特
徴
を
見
せ
て
い
る
。
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
以
外
」
は
、
漢
字
表
記
の
た
め
、
そ
の
訓
み
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
意
味
用

法
か
ら
推
し
て
当
時
代
の
漢
文
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
「
モ
（
ツ
）
テ
ノ
ホ
カ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
和
漢
混
清
文
を
構
成
す

る
語
彙
と
言
え
ば
、
和
語
、
漢
語
、
記
録
語
及
び
当
時
の
俗
語
か
ら
な
る
と
言
わ
れ
る
が
、
和
漢
混
清
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
以
外
」
は
、

漢
字
表
記
と
は
い
う
も
の
の
、
直
接
中
国
語
か
ら
で
は
な
く
、
巳
に
訓
み
と
意
味
用
法
の
変
化
が
生
じ
、
古
文
書
、
古
記
録
等
の
よ
う
な
漢

モ
（
ツ
）
テ
ノ
ホ
カ

文
の
み
に
用
い
ら
れ
て
記
録
語
に
変
身
し
た
「
以
外
」
を
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
以
　
外
」
は
、
記
録
語
と
い
う
素
姓
の
た
め
、
鎌
倉

時
代
の
和
文
は
も
と
よ
り
、
平
安
時
代
の
和
文
で
の
使
用
も
到
底
許
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
和
漢
混
清
文
で
は
、
「
－
を
除
く
そ
の
他
－
」
と
い
う
本
来
の
「
以
外
」
の
意
味
は
如
何
に
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
点

に
つ
い
て
は
次
に
挙
げ
る
例
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

Ⅲ
常
住
之
人
ノ
外
二
客
増
加
ト
思
フ
、
　
（
明
恵
上
人
夢
記
・
崎
）

l

佃
其
布
施
二
金
三
両
ア
リ
、
又
其
外
ノ
物
等
在
之
、
　
（
同
右
・
1
0
⑳
）

㈲
モ
ロ
ノ
＼
ノ
正
教
ハ
本
願
ヲ
信
ジ
念
仏
ヲ
マ
フ
サ
ハ
仏
こ
ナ
ル
ソ
ノ
ホ
カ
ナ
ニ
ノ
学
問
カ
バ
往
生
ノ
要
ナ
ル
ヘ
キ
ヤ
、
　
（
歎
異
抄
・
2
4

上
㊥
）

㈲
ヒ
ト
へ
ニ
往
生
極
楽
ノ
ミ
チ
ヲ
ト
ヒ
キ
カ
ン
カ
タ
メ
ナ
リ
、
シ
カ
ル
こ
念
仏
ヨ
リ
ホ
カ
ニ
往
生
ノ
ミ
チ
ヲ
存
知
シ
、
　
（
同
右
・
1
1
上
⑧
）

の
よ
う
に
、
「
外
。
ホ
カ
」
「
其
外
・
ソ
ノ
ホ
カ
」
な
ど
の
よ
う
な
表
現
が
「
以
外
」
　
の
本
来
の
意
味
を
表
し
、
そ
の
意
味
変
化
に
よ
る
空
自

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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を
補
完
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
「
除
－
（
之
・
此
・
其
）
外
」
と
い
う
構
文
形
式
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
但
し
、
右
の
例
刷
の
如
き
「
－

ヨ
リ
ホ
カ
」
と
い
う
構
文
形
式
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
代
及
び
そ
れ
以
前
の
時
代
の
漢
文
に
は
見
え
な
い
も
の
で
、
和
漢
混
清
文
の
特

徴
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
が
、
実
は
　
「
－
ヨ
リ
ホ
カ
」
と
い
う
表
現
が
巳
に
平
安
時
代
の
和
文
に
登
場
し
て
、

和
漢
混
清
文
の
そ
れ
は
恐
ら
く
和
文
か
ら
継
受
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
亦
、
和
文
か
ら
は
「
－
を
除
く
そ
の
他
－
」
と
い
う

意
味
を
示
す
漢
字
表
記
の
「
以
外
」
　
の
用
例
を
検
出
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
意
味
を
表
す
の
に
　
「
－
ヨ
リ
ホ
カ
」
な
ど
の
表
現
が
　
「
以

外
」
　
の
替
わ
り
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

△
程
も
な
く
も
と
の
御
位
あ
ら
た
ま
り
て
、
か
ず
よ
り
ほ
か
の
権
大
納
言
に
な
り
給
ふ
　
（
源
氏
物
語
・
明
石
）

△
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
山
里
の
夕
暮
れ
は
風
よ
り
ほ
か
に
と
ふ
人
も
な
し
　
（
古
今
和
歌
集
・
秋
上
）

△
花
よ
り
ほ
か
に
知
る
人
も
な
し
　
（
金
葉
和
歌
集
・
雑
上
）

と
あ
る
よ
う
に
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
－
ヨ
リ
ホ
カ
」
は
そ
れ
に
由
来
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

以
上
、
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
当
時
代
の
「
以
外
」
は
、
平
安
時
代
中
期

以
降
の
そ
れ
と
同
様
に
、
「
モ
　
（
ツ
）
テ
ノ
ホ
カ
」
と
即
字
的
に
訓
よ
み
さ
れ
て
、
平
安
時
代
中
期
以
前
の
訓
み
と
異
な
っ
て
い
る
。
か
よ
う

な
訓
み
の
相
違
に
よ
っ
て
、
意
味
上
の
差
異
も
相
変
わ
ら
ず
存
続
し
て
い
る
。
意
味
に
止
ま
ら
ず
、
用
法
上
の
異
同
も
引
き
続
き
存
在
し
て

い
る
。さ

て
、
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
室
町
時
代
に
な
っ
て
も
鎌
倉
時
代
の
如
く
そ
の
ま
ま
残
存
す
る
の
か
。
以
下
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
。4

、
室
町
時
代
文
献

今
回
管
見
に
入
っ
た
室
町
時
代
の
文
献
に
於
け
る
「
以
外
」
は
、
漢
文
に
し
ろ
、
和
漢
混
清
文
に
し
ろ
、
そ
の
訓
み
と
意
味
用
法
と
が
鎌

倉
時
代
の
そ
れ
と
変
わ
ら
ず
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
「
以
外
」
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は



次
に
列
挙
す
る
「
以
外
」
の
用
例
と
、
巳
に
上
掲
し
た
こ
の
時
代
に
成
立
し
た
古
辞
書
か
ら
察
知
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
後
愚
昧
記
』
（
1
3
6
1
～
轡

か
ら
五
十
例
も
の
「
以
外
」
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
が
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の
と
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

田
（
十
一
月
）
四
日
、
今
夜
行
幸
還
御
也
、
（
略
）
冷
然
以
外
牧
、
　
（
後
愚
昧
記
「
9
6
⑥
）

脚
院
御
薬
通
氏
卿
一
人
参
仕
云
々
、
以
外
冷
然
軟
、
（
同
右
二
・
＠

㈲
此
外
小
童
即
入
候
ツ
、
猶
々
園
便
宜
難
被
過
事
候
軟
、
遅
々
以
外
候
、
　
（
同
右
・
1
3
6
⑤
）

㈲
経
重
彼
子
息
進
而
受
取
之
、
即
可
進
之
虞
、
以
外
遅
々
、
衆
人
不
薦
可
云
々
、
経
重
未
練
之
所
致
軟
、
　
（
同
右
・
3
9
①
）

㈲
蔓
陀
羅
供
故
被
引
上
候
哉
、
計
合
以
外
候
、
（
同
右
・
轡

止
ま
か
せ
て
御
沙
汰
た
て
候
へ
き
よ
し
お
は
へ
ら
れ
候
、
計
合
無
極
候
、
　
（
同
右
三
・
用
①
）

と
あ
る
が
如
く
、
「
以
外
」
の
意
味
は
参
考
例
の
「
無
極
」
と
類
似
し
て
、
程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
用
法
と
し
て
は
、

例
拗
㈲
は
副
詞
的
に
連
用
修
飾
と
い
う
働
き
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
例
川
畑
㈲
は
「
軟
」
「
候
」
と
共
に
述
語
文
を
構
成
し
て

い
る
。
本
来
の
「
1
を
除
く
そ
の
他
－
」
と
い
う
意
味
を
示
す
「
以
外
」
は
依
然
と
し
て
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
「
以
外
」
の
替
わ
り

に
以
前
の
時
代
と
同
様
に
「
外
、
之
外
、
此
外
、
其
外
」
な
ど
の
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

Ⅲ
如
此
題
目
等
、
付
内
外
一
向
憑
中
外
無
他
候
、
　
（
後
愚
昧
記
四
・
2
1
3
①
）

拗
入
唐
被
侍
受
此
之
外
、
他
門
更
不
博
之
、
　
（
同
右
一
・
3
8
⑦
）

㈲
凡
今
度
執
筆
心
地
よ
く
も
不
候
軟
、
此
外
以
外
僻
事
に
候
て
、
　
（
同
右
二
・
1
9
8
②
）

㈲
親
王
、
掻
家
巳
如
此
候
、
其
外
事
中
々
碓
不
及
申
候
、
　
（
同
右
一
・
1
0
0
②
）

と
な
る
が
、
特
に
例
畑
で
は
「
此
外
」
と
「
以
外
」
と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
両
者
の
意
味
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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同
時
代
の
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
以
外
」
を
見
て
も
右
の
漢
文
と
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
は
次
に
挙
げ

る
『
義
経
記
』
　
の
全
用
例
に
徹
し
て
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

も

つ

　

　

l

ま

か

　

か

は

Ⅲ
十
五
と
申
（
す
）
秋
の
こ
ろ
よ
り
草
間
の
こ
こ
ろ
以
て
の
外
に
攣
り
け
り
。
　
（
義
経
記
・
4
1
⑩
）

拗
勤
め
給
ひ
た
る
事
射
て
の
朋
に
費
え
候
正
、
人
を
付
け
て
都
ま
で
送
ら
れ
候
ひ
け
る
は
、
（
同
右
・
＠4

－

畑
喜
三
太
申
（
し
）
け
る
は
、
「
敵
射
殺
す
こ
そ
安
け
れ
、
生
き
な
が
ら
取
れ
と
仰
（
せ
）
蒙
り
候
こ
そ
、
以
て
の
外
の
大
事
な
れ
、
さ
り

な
が
ら
も
」
と
て
、
　
（
同
右
・
描
②
）

の
よ
う
に
、
例
田
畑
は
「
に
」
を
伴
う
副
詞
的
用
法
、
例
畑
は
連
体
修
飾
の
働
き
で
あ
る
が
、
意
味
と
し
て
は
三
例
と
も
右
に
挙
げ
た
漢
文

の
「
以
外
」
と
同
じ
で
あ
る
。
尚
、
「
－
を
除
く
そ
の
他
－
」
と
い
う
本
来
の
「
以
外
」
の
意
味
を
示
す
の
に
も
以
前
の
時
代
と
同
様
に
「
外
」

な
ど
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
用
例
か
ら
分
る
こ
と
で
あ
る
。

△
女
泣
く
よ
り
外
の
事
ぞ
な
き
、
　
（
義
経
記
・
7
7
⑩
）

し

ゆ

く

ば

う

　

と

△
年
来
の
宿
望
を
遂
げ
ん
と
欲
す
る
外
は
他
事
な
し
、
　
（
同
右
・
1
4
8
②
）

ほ
か

△
此
人
々
は
み
な
流
石
に
優
な
る
御
事
に
て
ぞ
お
は
し
け
る
、
そ
の
外
静
な
ど
を
始
と
し
て
白
拍
子
五
人
、
惣
じ
て
十
一
人
、
一
つ
船
に

乗
り
給
へ
る
、
　
（
同
右
・
1
7
7
⑥
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
以
外
」
　
の
意
味
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
白
が
「
外
、
そ
の
外
」
な
ど
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
。

室
町
時
代
に
於
け
る
「
以
外
」
　
の
訓
み
と
意
味
用
法
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
文
献
以
外
に
次
に
挙
げ
る
『
日
葡
辞
書
』
　
の
記
述
か
ら

も
察
知
で
き
る
。
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f
O
C
a
．
舟
ヾ
斗
＼
労
拉
（
泣
バ
日
学
）
製
鋼
劇
．
汁
触
紺
（
日
付
）
リ
　
粕
汁
戸
　
島
辛
き
汁
（
日
付
）
．
　
（
蟄
望
Ⅲ
疎
場
鵬
ノ
畠
巴

モ
（
ツ
）
テ
ノ
ホ
カ

と
書
か
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
「
以
外
」
は
、
鎌
倉
時
代
と
同
様
に
平
安
時
代
中
期
以
降
の
「
以
　
外
」
を
受
け
継
ぎ
、
平
安
時
代
中
期

以
前
の
「
以
外
」
と
訓
み
、
意
味
用
法
が
異
な
っ
て
、
本
来
の
意
味
の
変
化
し
た
意
味
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

四
、
む
　
す
　
び

以
上
、
中
日
両
国
語
に
於
け
る
「
以
外
」
の
訓
み
と
意
味
用
法
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
簡
単
に
纏
め
て
言
え
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
「
以
外
」
と
い
う
表
現
は
、
夙
に
奈
良
時
代
文
献
に
登
場
し
て
お
り
、
日
本
語
へ
の
流
入
の
早
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

が
、
中
国
語
出
自
と
い
う
性
質
の
た
め
、
和
文
へ
の
浸
入
が
出
来
ず
、
漢
文
と
和
漢
混
清
文
に
の
み
用
い
ら
れ
て
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る

使
用
上
の
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
代
に
よ
っ
て
、
訓
み
の
違
い
が
生
じ
、
い
わ
ば
、
訓
み
上
の
時
代
差
も
見
ら
れ
た
。
更
に
、
そ

の
訓
み
の
変
化
の
た
め
、
出
自
と
な
る
中
国
語
と
異
な
る
意
味
も
誕
生
し
て
、
意
味
の
変
化
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
見
る
と
、
奈

良
時
代
か
ら
平
安
時
代
中
期
頃
ま
で
の
「
以
外
」
は
、
元
来
の
中
国
語
の
意
味
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
訓
み
も
本
来
の
中
国

語
と
同
様
に
「
以
」
字
が
「
不
烏
義
」
の
た
め
、
不
読
と
し
て
そ
の
下
に
承
接
す
る
「
外
」
字
を
中
心
に
、
「
ホ
カ
、
ソ
ノ
ホ
カ
」
と
い
う
所

謂
意
訳
的
に
訓
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
時
代
が
平
安
時
代
中
期
以
降
に
な
る
と
、
「
以
外
」
は
、
表
記
は
変
化
を
見
せ
て
は
い
な
い
も
の
の
、

以
前
の
時
代
に
は
見
え
な
か
っ
た
新
し
い
意
味
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
変
化
し
た
意
味
だ
け
で
用
い
ら
れ
、
却
て

本
来
の
意
味
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
事
象
も
同
時
に
発
生
し
た
。
こ
の
情
態
は
平
安
時
代
中
期
以
降
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
継
続
し
て

い
た
。
逆
に
平
安
時
代
中
期
以
前
に
存
在
し
て
い
た
「
以
外
」
の
本
来
の
意
味
は
他
の
表
現
に
代
替
さ
れ
て
、
そ
の
不
在
に
よ
る
空
白
が
補

完
さ
れ
る
。

尚
、
「
以
外
」
の
こ
の
よ
う
な
意
味
変
化
は
そ
の
訓
み
の
変
化
と
共
に
生
起
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
中
期
以
前
の
「
以
外
」

は
意
訳
的
に
訓
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
に
な
る
と
、
「
モ
（
ツ
）
テ
ノ
ホ
カ
」
と
即
字
的
に
訓
よ
み
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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意
味
の
変
化
を
引
起
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
以
外
」
の
意
味
変
化
は
そ
の
訓
み
の
変
化
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代

中
期
以
降
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
「
以
外
」
は
変
わ
る
こ
と
な
く
「
モ
（
ツ
）
テ
ノ
ホ
カ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
以
外
」
が
変
化
し

た
意
味
の
み
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
相
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
以
外
」
は
、
訓
み
に
よ
る
意
味
の
違
い
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
近
世
の
終
わ
り
頃
か
ら
か
「
イ

（7）

グ
ワ
イ
」
と
い
う
即
字
的
音
よ
み
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
決
し
て
二
イ
グ
ワ
イ
」
と
い
う
新

し
い
訓
み
の
出
現
に
よ
っ
て
、
「
モ
　
（
ツ
）
テ
ノ
ホ
カ
」
は
消
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
が
共
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
両
者
の
示
す

意
味
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
「
イ
グ
ワ
イ
」
は
、
平
安
時
代
中
期
以
前
の
「
以
外
」
の
「
－
を
除
く
そ
の
他
－
」
と
い

う
意
味
と
は
一
致
す
る
が
、
平
安
時
代
中
期
以
前
の
「
以
」
字
が
不
読
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
相
違
し
て
い
る
。
一
方
、
「
モ
　
（
ツ
）
テ
ノ
ホ

カ
」
は
以
前
の
時
代
の
意
味
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
以
外
」
は
、
漢
字
表
記
は
不
変
で
あ
る
が
、
訓
み
に
よ
っ
て
意
味
が
変
化
し
て
、

意
味
の
違
い
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

漢
語
研
究
を
行
う
上
で
、
漢
語
の
意
味
変
化
は
等
閑
視
で
き
な
い
研
究
課
題
で
あ
る
。
更
に
、
そ
の
意
味
変
化
を
発
動
さ
せ
る
要
因
に
つ

い
て
の
解
明
、
類
型
化
も
重
要
視
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
「
以
外
」
の
如
く
、
訓
み
と
い
う
要
因
に
よ
っ
て
、
意
味
の
変
化
が
生
じ
た
も
の
は

一
つ
の
類
型
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注（1）
（2）

（3）

（
清
）
劉
洪
『
助
字
所
略
』
（
中
華
書
局
・
1
9
5
4
・
1
0
第
一
版
）

楊
樹
達
『
詞
詮
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
1
9
8
6
・
5
）

［
以
外
］
イ
グ
ワ
イ
　
こ
の
ほ
か
。
其
の
他
。
特
に
明
示
し
た
物
ご
と
よ
り
ほ
か
。
（
『
大
漢
和
辞
典
』
　
（
諸
橋
轍
次
・
大
修
館
書
店
）
第
一
巻
6
2
1
）

の
よ
う
に
、
畑
の
意
味
の
み
と
な
り
、
Ⅲ
の
意
味
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。



（
4
）
　
相
原
司
郎
「
『
焼
け
な
い
前
』
と
『
焼
け
ぬ
先
』
と
」
（
語
学
文
学
十
、
1
9
7
2
・
3
）

（
5
）
　
小
林
芳
規
「
国
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
蹄
注
」
（
『
糾
別
離
讐
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
築
島
裕
・
小
林
芳
規
、

武
蔵
野
書
院
、
昭
五
十
・
八
）
に
、
「
本
文
書
馬
の
時
期
は
、
奥
書
・
識
語
か
ら
は
分
ら
な
い
が
、
漢
字
々
髄
、
片
億
名
字
健
（
別
表
）
・
踊
字
の
形

態
な
ど
か
ら
見
て
、
院
政
末
期
と
考
え
ら
れ
、
遅
く
と
も
鎌
倉
初
期
を
降
ら
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
6
）
　
「
［
三
七
］
も
っ
て
の
ほ
か
＝
格
別
　
「
国
語
辞
書
」
「
広
辞
苑
」
に
は
こ
の
語
を
「
思
ひ
の
ほ
か
」
「
意
外
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
の
語
は
、

程
度
が
烈
し
く
ち
が
う
こ
と
を
表
わ
す
語
で
、
「
格
別
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（
金
竺
春
彦
「
平
家
語
釈
僻
案
抄
」
、
昭
五
十
九
・
四
）
と
い

う
指
摘
が
あ
る
。

（
7
）
　
「
改
正
増
補
和
英
語
林
集
成
「
コ
ノ
　
イ
タ
ベ
イ
ヨ
リ
H
g
w
a
i
（
イ
グ
ヮ
イ
）
」
、
山
陽
遺
稿
－
即
事
「
坐
久
隣
楼
人
語
罷
。
一
燈
以
外
夜
茫
茫
」
」

と
、
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
一
の
見
出
し
語
「
い
が
い
」
よ
り
）

検
索
文
献

本
稿
の
為
に
調
べ
た
中
日
両
国
文
献
は
、
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
六
韓
に
収
め
ら
れ
て
い
る
拙
稿
『
「
成
敗
」
小
考
－
意
味
の
違
用
〃
の
一
例
と
し

て
－
」
』
と
同
じ
く
し
て
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

［
付
記
］

本
稿
は
平
成
五
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
於
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
、
鈴
木
恵
氏
よ
り
貴

重
な
御
教
示
を
賜
わ
り
、
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
亦
、
論
を
成
す
に
当
た
り
、
沼
本
克
明
先
生
に
は
暖
い
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
。
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
。

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て




